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研究成果の概要（和文）： 

本研究では，人間の視感覚によって感じる印象・感情，また，質感がどのようなものである
かを数量的に解析し，消費購買活動にどの程度寄与しているのか考察した． 

印象と質感ついては，人間の視感覚の本質的な部分の研究を行うとともに，計測手法や統計
手法を用いることで，色彩，光沢感などの客観評価の可能性を見出し，生活者が受ける印象に
ついては，モノや生活空間から受ける印象の数量的な解析を行い，その特徴を見出した．たと
えば，衣服の見た目の風合いは，衣服を見る角度によって変化し，変角分光光度計で計測され
る反射率や明度によって捉えられることを見出した．また，実際の消費購買活動の研究では，
視感覚の消費購買活動への影響について実験・調査を行い，視感覚から得られる情報が消費購
買活動に影響を与えていることを見出した． 
 
研究成果の概要（英文）： 

In this research, it was quantitatively investigated what kinds of texture, 
impression and emotion given by human's visual sensitivity are, and how much would 
have contributed to consumer purchase activities. While studying the texture, 
impression and emotion, we found that we can objectively measure the impression 
induced by colours, gloss and etc., through instrumental and statistical techniques. 
With the evaluation of the measuring method, we found the sensuous characteristics of 
the things used in our daily life and living environments. For example, we found that 
the appearances of cloths are changed with viewing angles and can be evaluated using 
reflectance and lightness measured by a multi-angle spectrophotometer. Moreover, in 
the study of purchase activities, we conducted some experiments and questionnaire 
surveys for knowing the influence of visual sensitivity to consumer purchase activities. 
The visual sensitivities for shape and colour affect consumer purchase activities. 
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１．研究開始当初の背景 

モノが溢れている現在，人間は単に物質
的な欲求だけではなく，より高度で高品質
なものを求めるようになってきている．こ
のことは，物質的豊かさから，精神的豊か
さを求める時代へと変化しつつあることを
意味している．また，インターネットの普
及に伴い，社会がより高度な情報化社会(メ
ディア社会)になる中で，人と人，人とモノ
の関係が大きく変化してきている．そのよ
うな状況下で，近未来の理想的な生活とし
て掲げられている｢心豊かな生活｣を実現す
るためには，生活者(人間)の感覚を調べ，
消費購買動機や行動に現れる生活者の深層
を知る必要がある． 

このことに関連して，これまでの消費購
買に関連する研究の多くは，海外・国内共
に，消費者心理やマーケティングなどに注
目した研究が行われ，いろいろなことがわ
かってきているが，一方で，様々な分野で，
研究が細分化され，得られる研究結果やそ
の意味が限定的になっていることも指摘さ
れている．そのため，従来の専門分野を横
断的に統括する学際領域（クロスディスプ
リナリー）な研究の重要性が叫ばれている．
しかし，実際には，海外・国内共にクロス
ディスプリナリーな研究はなかなか行えて
いないのが現状である． 

本研究のように，いろいろな角度から生
活者(人間)の感覚を調べ，消費購買動機や
行動に現れる生活者の深層を知る研究は，
まさにクロスディスプリナリーな研究であ
り，関連するいくつかの専門分野の研究者
が連携を取りながら研究を進めていく必要
があると考えられる．そこで，本研究では，
特に“生活者(人間)”を広く意識して，脳・
心理，感性，マーケティング，デザイン，
繊維，環境(施設)などの専門家によって共
同研究体制を組み，いろいろな視点を持ち
ながら研究を進める． 

 
２．研究の目的 

本研究では，これまでの研究をさらに進
め，実際のモノに加えて，環境や画像・印
刷メディアでの「色彩」と「質感」も注目
し，人間の視感覚やそこから生まれる感情
とは何かという基礎的な部分から，生活者
の視感覚が消費購買活動にどのくらい影響
を与えているのかという応用的な研究をい
くつかの異なる角度から行い，考察を深め
る．その目的は，消費購買活動に色彩など
によって感じる印象・感情，また，質感が
どの程度寄与しているのか数量的に知るこ
とにあると同時に，生活者の立場に立った
モノづくりをしていくことにフィ－ドバッ
クすることにある．そしてまた，海外でも

実験や調査を行うことで，それぞれの国で
色彩感覚の消費購買活動への影響を調べ，
異種文化圏間での特徴の差異を考察する． 

 
３．研究の方法 
生活者の色彩感覚とモノの質感が消費購

買活動に及ぼす影響を調べるために，研究対
象となる具体的な生活用品(生活環境を含
む)の選定を行い，色彩感覚と質感に関連す
る評価語(感性語)の収集，視感覚の数量化，
消費購買動機･活動のアンケート調査，モノ
の形・色彩を見た時や消費購買意識を持った
時の視感評価実験や脳波の測定など，いろい
ろな方法で研究を進めた．研究の対象とした
生活用品・環境や属性は，衣服，ストリート
ファッション，缶容器，色彩，形，空間光環
境，健常者と障害者などである． 
そして，調査や実験から得られたデータを，

その調査結果や実験結果の解析に向く方法，
たとえば，統計手法による解析，数量化，な
らびに比較を行い，生活者の色彩感覚とモノ
の質感が消費購買活動に及ぼす影響につい
て考察した．なお，これらの作業の一部は，
日本だけでなく海外の国でも行い，その結果
を比較検討した． 
 
４．研究成果 
 色彩の印象と質感ついては，人間の視感覚
の本質的な部分の研究を行うとともに，デジ
タル手法や統計手法を用いることで，色彩や
光沢感などの計測評価の可能性を見出し，生
活者が受ける印象については，モノや生活空
間の色彩から受ける印象の数量的な解析を
行い，その特徴を見出した．たとえば，衣服
の見た目の風合いは，布の角度によって変化
し，変角分光光度計で計測される反射率や明
度によって捉えられ，使用者にとってはやわ
らかさなどの印象と同時に重要な評価因子
であることがわかった．また，色光照明によ
る室内空間表面の色の見え方についての実
験結果からは，色の見え方は色光と表面の色
の総合的な色順応効果を考慮することで評
価可能であることが示唆された． 
実際のモノの購買・使用に関する研究では，

視感覚の消費購買活動への影響，デザイン嗜
好，衣服とストリートファッション，また，
障害者の消費購買活動支援について実験・調
査を行い，新たな知見を得た． 
たとえば，最初に行った消費購買動機の順

位を問うアンケート結果からは，形や色が消
費購買動機に大きく寄与する因子であるこ
とがわかった．これに関連して，視感覚の消
費購買活動への影響については，同容量の缶
容器でも，底面積が小さく高い容器の方が，
その他に比べ容量がより大きく評価され購
買活動を促進する現象が，elongation bias



効果として知られている．この効果の基礎と
なる心理学過程を解明するため，１次元（線
分）・２次元（円）・３次元（球）画像刺激に
対する長さ・面積・体積の判断特性を，実物
刺激（棒状ブロック，円盤、球）に対する特
性と比較した．その結果，見かけの大きさ判
断は，刺激網膜像の大きさに加え，両眼視
差・陰影等の影響を受けることが示された．
このことは，ヒトの大きさ知覚には，複数の
視覚的手がかりが寄与することを示してい
る． 
 また，デザイン属性のうち色と形にフォー
カスした調査分析では，東アジア圏のみなら
ず欧州まで調査エリアを広げ，東西の文化的
背景がもたらすデザイン嗜好の違いを考察
した．色嗜好に関して地理的要因，文化要因
ともに明確な違いを見出すことはできなか
ったが，形に関しては興味深い結果が導出さ
れた．それは韓国とフィンランドが類似し日
本が異なる傾向を示したことであり，デザイ
ンへの関与が東西の基軸のみでは分類でき
ないことが示唆された． 
 衣服・ストリートファッションの研究では，
今，世界から注目されている日本のストリー
トファッションやコスプレに注目し，購買さ
れ実際に着られている衣服・ファッションを
対象に，そのカテゴリー分けを行った．そし
て，着ている服の色彩をカテゴリーごとに分
類し，色彩に偏りが見られることを見出した．
また，年度や地域によっても差が見られたり，
時系列でみると差別化と融合化を繰り返し
ていることも見出した． 
障害者や高齢者の消費購買活動の支援に

ついては，その基礎的な研究として，たとえ
ば，聴覚障害者のための手話コミュニケーシ
ョン支援法と視覚障害者のための外出支援
法について研究を行い，作成した支援システ
ムは障害者の活動支援に有用なことを確認
した． 
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